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は
じ
め
に

﹃
日
吉
社
撰
歌
合
﹄（
寛
喜
四
年
︹
一
二
三
二
︺
三
月
一
四
日
成
立
。
以

下
﹃
撰
歌
合
﹄）
は
、﹃
為
家
家
百
首
﹄（
寛
喜
元
年
頃
成
立
。
散
佚
）
か
ら

百
首
を
精
撰
し
た
、
五
十
番
・
無
判
の
奉
納
歌
合
で
あ
る
。
四
季
・

恋
・
雑
の
部
立
百
首
で
あ
っ
た
﹃
為
家
家
百
首
﹄
と
同
様
に
、﹃
撰
歌

合
﹄
も
春
一
六
・
夏
六
・
秋
一
九
・
冬
一
三
・
恋
二
二
・
雑
二
四
首

の
部
立
構
成
を
と
る
。作
者
は
藤
原
為
家
・
家
隆
・
知
家
・
秀
能（
如

願
法
師
）・
源
家
長
ら
二
五
名
で
、
歌
人
に
よ
っ
て
撰
入
歌
数
は
異

な
る
。
撰
者
は
為
家
と
見
ら
れ
て
い
る)

1
(

。

稿
者
は
以
前
、﹃
撰
歌
合
﹄（
及
び
﹃
為
家
家
百
首
﹄）
の
成
立
を
論
じ

た
こ
と
が
あ
る
（
以
下
、
前
稿)

2
(

と
呼
ぶ
）。
前
稿
で
は
、﹃
撰
歌
合
﹄
冒

頭
・
末
尾
の
番
か
ら
為
家
の
歌
道
へ
の
思
い
入
れ
の
強
さ
を
読
み
取

り
、
そ
の
上
で
、
寛
喜
四
年
三
月
と
い
う
成
立
時
期
と
奉
納
動
機
の

関
わ
り
を
考
え
た
。
即
ち
、寛
喜
四
年
が
﹃
新
勅
撰
集
﹄
撰
集
下
命
、

﹃
洞
院
摂
政
家
百
首
﹄、
中
宮
初
度
和
歌
会
の
開
催
な
ど
宮
廷
歌
壇
復

興
の
年
に
当
た
る
こ
と
に
着
目
し
て
、
歌
合
奉
納
の
目
的
は
、
歌
道

興
隆
と
そ
れ
に
伴
う
御
子
左
家
の
発
展
を
祈
願
す
る
こ
と
に
あ
っ
た

と
推
測
し
た
の
で
あ
る
。﹃
撰
歌
合
﹄が
二
五
名
も
の
歌
人
の
歌
を「
撰

ぶ
」
形
式
を
と
っ
た
の
も
、
勅
撰
集
撰
者

0

0

の
家
を
継
ぐ
為
家
の
自
覚

と
関
係
す
る
可
能
性
が
あ
る
。﹃
撰
歌
合
﹄
は
、
若
き
日
の
「
為
家

の
家
意
識
の
強
さ
」
を
窺
わ
せ
る
行
事
と
し
て
、
注
目
に
値
す
る
作

品
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
前
稿
で
は
作
品
の
成
立
背
景
の
検
討
に
よ
り
、﹃
撰

歌
合
﹄
に
お
け
る
「
為
家
の
家
意
識
の
強
さ
」
を
見
出
し
た
。
一
方
、

作
品
自
体
の
形
式
や
内
容
に
つ
い
て
は
、成
立
論
と
し
て
の
性
格
上
、

寛
喜
四
年
三
月
﹃
日
吉
社
撰
歌
合
﹄
考

│
│
藤
原
為
家
と
撰
歌
│
│

村　

瀬　
　
　

空
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踏
み
込
ん
だ
考
察
が
叶
わ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
本
稿
は
、
前
稿
で
の

見
通
し
も
踏
ま
え
つ
つ
、﹃
撰
歌
合
﹄
そ
の
も
の
の
分
析
を
詳
細
に
進

め
る
こ
と
で
、
為
家
の
撰
歌
意
識
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た

い
。
従
来
専
論
の
な
か
っ
た
﹃
撰
歌
合
﹄
の
作
品
像
に
具
体
的
な
考

察
を
加
え
、
作
品
全
体
に
底
流
す
る
為
家
の
「
家
意
識
」
の
有
り
よ

う
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ
と
が
本
稿
の
目
標
で
あ
る
。

一
、﹃
日
吉
社
撰
歌
合
﹄
の
形
式

最
初
に
、
形
式
と
い
う
観
点
か
ら
﹃
撰
歌
合
﹄
の
性
格
を
考
え
て

み
た
い
。
当
該
歌
合
の
形
式
面
で
の
特
徴
と
し
て
は
、
第
一
に
、
無

判
の
奉
納
歌
合
と
い
う
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
勝
敗
を
付
さ
な
い
日
吉

奉
納
歌
合
に
は
先
例
が
あ
り
、
承
久
元
年
（
一
二
一
九
）
九
月
に
順

徳
天
皇
が
催
し
た
﹃
日
吉
社
大
宮
歌
合
﹄﹃
日
吉
社
十
禅
師
歌
合
﹄

が
こ
れ
に
該
当
す
る
。
両
歌
合
に
は
定
家
や
為
家
も
参
加
し
て
い
る

か
ら
、﹃
撰
歌
合
﹄
計
画
時
に
両
歌
合
が
先
蹤
と
し
て
意
識
さ
れ
た
蓋

然
性
は
小
さ
く
な
い
だ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
歌
合
が
無
判
の
理
由
は
、
当
の
順
徳
院
の
著
作
﹃
八
雲

御
抄
﹄
作
法
部
に
、「
抑
於
二
諸
社
哥
合
一
者
、
勧
進
人
書
二
番
之
一
、

判
ハ
或
任
二
神
慮
一
、
或
又
有
レ
判
」
や
「
無
判
哥
合
︿
所
謂
進
二
諸

社
一
之
類
也
﹀」
と
あ
る
の
が
参
考
に
な
る
。
こ
れ
に
拠
れ
ば
、当
時
、

奉
納
歌
合
の
勝
敗
は
神
の
判
定
に
任
せ
る
と
い
う
考
え
方
が
あ
っ
た

ら
し
い)

3
(

。
た
だ
し
、
同
時
期
の
奉
納
歌
合
に
は
、
定
家
判
を
有
す

る
寛
喜
四
年
（
一
二
三
二
）
三
月
﹃
石
清
水
若
宮
歌
合
﹄
や
嘉
禎
元

年
（
一
二
三
五
）
一
二
月
﹃
日
吉
社
知
家
自
歌
合
﹄
の
例
も
あ
り
、

常
に
無
判
だ
け
が
重
ん
じ
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。﹃
撰
歌
合
﹄
の

場
合
も
、
父
・
定
家
に
判
を
求
め
る
手
が
あ
り
得
た
は
ず
で
あ
る
。

憶
測
す
れ
ば
、
こ
こ
に
は
定
家
不
参
加
の
﹃
為
家
家
百
首
﹄
の
時
と

同
様)

4
(

、
あ
く
ま
で
も
定
家
の
名
は
出
さ
な
い
こ
と
で
、
為
家
主
導

の
行
事
と
い
う
体
裁
を
守
り
、
歌
道
家
後
継
の
為
家
の
存
在
感
を
高

め
よ
う
と
す
る
御
子
左
家
側
の
思
惑
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

﹃
撰
歌
合
﹄
の
形
式
面
の
特
徴
と
し
て
は
、
第
二
に
、
撰
歌
合
形

式
と
い
う
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
前
稿
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、﹃
為
家
家

百
首
﹄
自
体
は
元
々
、日
吉
奉
納
を
企
図
し
た
行
事
で
は
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
為
家
は
、
新
た
に
撰
歌
合
を
制
作
す
る
こ
と
で
、
奉
納
に
相

応
し
い
形
式
と
内
容
を
整
備
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
撰
歌
合
形
式

は
先
行
の
奉
納
歌
合
に
し
ば
し
ば
採
用
さ
れ
て
き
た
形
式
で
あ
り

（
え
り
す
ぐ
り
の
秀
歌
に
よ
り
神
の
感
応
を
得
よ
う
と
す
る
意
図
が
あ
っ
た

か
）、
そ
の
点
を
為
家
は
意
識
し
た
と
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
後
鳥

羽
院
歌
壇
で
は
、
建
仁
元
年
（
一
二
〇
一
）
三
月
﹃
新
宮
撰
歌
合
﹄、

同
二
年
九
月
﹃
若
宮
撰
歌
合
﹄﹃
桜
宮
十
五
番
歌
合
﹄、
同
三
年
七
月

﹃
八
幡
若
宮
撰
歌
合
﹄と
、盛
ん
に
奉
納
撰
歌
合
が
制
作
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
西
行
の
﹃
御
裳
濯
河
歌
合
﹄﹃
宮
河
歌
合
﹄、
慈
円
の
﹃
慈
鎮
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和
尚
自
歌
合
﹄
と
い
っ
た
奉
納
自
歌
合
も
、
旧
詠
を
用
い
た
撰
歌
合

の
一
種
と
見
な
し
得
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
先
行
す
る
奉
納
撰
歌
合
に
は
、
百
首
歌
な
ど
の
定
数
歌

を
母
体
と
し
た
作
品
が
見
当
た
ら
ず
、﹃
撰
歌
合
﹄
は
そ
の
点
で
新
機

軸
を
打
ち
出
し
た
と
言
え
る
。
定
数
歌
を
母
体
と
す
る
撰
歌
合
は
、

奉
納
和
歌
に
限
ら
な
け
れ
ば
、
建
久
元
年
（
一
一
九
〇
）
九
月
﹃
花

月
撰
歌
合)

5
(

﹄（
散
佚
。
六
十
番
。
母
体
は
九
条
良
経
主
催
﹃
花
月
百
首
﹄。

俊
成
撰
。
俊
成
判
）、正
治
二
年
（
一
二
〇
一
）﹃
御
室
撰
歌
合
﹄（
六
十
番
。

母
体
は
守
覚
法
親
王
主
催
﹃
御
室
五
十
首
﹄。
撰
者
不
明
︹
六
条
家
か)

6
(

︺。
俊

成
判
）
と
い
っ
た
先
例
が
あ
る
。﹃
撰
歌
合
﹄
に
近
い
時
期
に
は
、

元
仁
二
年
（
一
二
二
五
）
に
﹃
九
条
基
家
家
三
十
首
﹄
を
母
体
と
す

る
撰
歌
合
（
散
佚
。
五
十
番
。
定
家
撰
）
が
制
作
さ
れ
、
定
家
や
為
家

も
参
加
し
た)

7
(

。

こ
れ
ら
の
先
例
で
注
意
す
べ
き
は
、
撰
歌
の
役
を
俊
成
・
定
家
が

務
め
て
い
る
点
だ
ろ
う
。
大
量
の
詠
作
の
中
か
ら
適
切
な
歌
を
撰
び

出
し
、
番
え
、
配
列
す
る
作
業
は
、
や
は
り
一
定
の
専
門
的
能
力
が

必
要
と
思
わ
れ
、
歌
道
家
が
受
け
持
つ
に
相
応
し
い
役
で
あ
っ
た
と

見
ら
れ
る
。
御
子
左
家
を
継
ぐ
為
家
と
し
て
も
、
ゆ
く
ゆ
く
は
勅
撰

集
撰
者
に
な
り
得
る
立
場
に
い
た
か
ら
、
こ
う
し
た
撰
歌
の
技
能
は

是
非
と
も
身
に
つ
け
て
お
き
た
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
従
っ
て
、
為

家
が
打
ち
出
し
た
新
機
軸
は
、
ま
さ
し
く
歌
道
家
の
後
継
者
ら
し
い

試
み
と
評
価
で
き
る
。
事
実
、
為
家
は
後
年
、﹃
撰
歌
合
﹄
か
ら
一
七

首
も
の
歌
を
﹃
続
後
撰
集
﹄
に
入
集
さ
せ
て
お
り
（
前
稿
参
照
）、﹃
撰

歌
合
﹄
に
撰
集
資
料
と
し
て
の
価
値
を
認
め
て
い
た
。

以
上
の
如
く
、﹃
撰
歌
合
﹄
の
形
式
は
、
御
子
左
家
が
関
与
し
た
行

事
を
は
じ
め
、
様
々
な
奉
納
歌
合
の
先
例
を
念
頭
に
決
定
さ
れ
た
も

の
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
上
で
、
定
数
歌
を
母
体
と
す
る
奉
納
撰
歌

合
と
い
う
新
機
軸
が
打
ち
出
さ
れ
た
の
は
、
歌
道
家
後
継
者
と
し
て

の
為
家
の
家
意
識
が
関
係
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
無
論
、
以
上
の
結

論
は
歌
合
の
形
式
面
を
概
観
し
て
導
き
出
し
た
仮
説
に
す
ぎ
な
い
。

次
節
で
は
、﹃
撰
歌
合
﹄
の
内
容
面
の
考
察
に
移
り
、
よ
り
具
体
的
に

為
家
の
撰
歌
意
識
を
検
討
す
る
。

二
、﹃
日
吉
社
撰
歌
合
﹄
の
本
歌
・
参
考
歌

為
家
の
撰
歌
の
方
向
性
を
、
撰
入
歌
の
本
歌
・
参
考
歌
の
傾
向
か

ら
抽
出
し
て
み
た
い
（【
別
表
】
参
照
）。
ま
ず
、﹃
撰
歌
合
﹄
百
首
中
、

何
ら
か
の
本
歌
を
持
つ
歌
を
調
べ
る
と
、
そ
の
歌
数
は
五
四
首
に
も

及
ぶ)

8
(

。
こ
の
う
ち
﹃
古
今
集
﹄
を
本
歌
取
し
た
歌
は
三
〇
首
と
圧

倒
的
に
高
い
割
合
を
占
め
、
続
い
て
﹃
伊
勢
物
語
﹄
か
ら
の
本
歌
取

が
六
首
、﹃
後
撰
集
﹄
か
ら
が
六
首
、﹃
拾
遺
集
﹄
か
ら
が
四
首
、
等
々

と
続
く
。﹃
古
今
集
﹄
を
中
心
に
、
三
代
集
的
な
表
現
世
界
に
基
盤

を
置
く
、
伝
統
重
視
の
撰
歌
姿
勢
が
顕
著
で
あ
る
。
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一
方
、﹃
万
葉
集
﹄
か
ら
の
本
歌
取
は
二
首
の
み
だ
が
、
本
歌
取
と

ま
で
は
言
え
ず
と
も
、
素
材
・
語
彙
・
表
現
等
で
万
葉
歌
を
参
考
に

し
た
ら
し
い
歌
は
九
首
あ
り
、一
定
数
に
上
る
。
万
葉
へ
の
関
心
も
、

表
現
の
源
泉
を
古
歌
に
求
め
る
と
い
う
点
で
は
、
や
は
り
伝
統
重
視

の
姿
勢
と
地
続
き
と
見
な
せ
よ
う
。
た
だ
し
、﹃
万
葉
集
﹄
は
、
俊
成

の
「
万
葉
集
は
優
な
る
こ
と
を
と
る
べ
き
な
り
と
ぞ
故
人
申
し
侍
り

し
。
是
、
彼
集
に
き
き
に
く
き
歌
も
お
ほ
か
る
ゆ
ゑ
な
り
」（
六
百

番
歌
合
・
元
日
宴
・
五
番
判
詞
）
等
の
言
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
正

統
的
な
歌
風
と
は
異
質
な
も
の
を
多
く
含
む
歌
集
で
も
あ
る
か
ら
、

摂
取
の
あ
り
方
に
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
。
本
歌
取
の
二
首
を
見

て
お
く)

9
(

。
Ⓐ 

春
霞
た
て
ど
も
未
だ
久
堅
の
天
の
香
具
山
雪
は
ふ
り
つ
つ

 

（
春
・
一
・
為
家
）

Ⓑ 

い
に
し
へ
の
幾
世
の
花
に
春
く
れ
て
奈
良
の
都
の
う
つ
ろ
ひ

に
け
む 

（
雑
・
七
八
・
家
隆
。
新
勅
撰
集
）

Ⓐ
は
「
久ヒ

サ
カ
タ
ノ

方
之　

天ア
マ
ノ
カ
ゴ
ヤ
マ

芳
山　

此コ
ノ
ユ
フ
ベ夕　

霞カ
ス
ミ
タ
ナ
ビ
ク

霏
　

春ハ
ル
ハ
キ
ヌ
ラ
シ

立
下
」（
万

葉
集
・
巻
十
・
一
八
一
二
。
新
勅
撰
集
）
を
本
歌
取
し
て
初
春
の
景
を

詠
ん
だ
歌
だ
が
、
春
に
な
っ
て
も
ま
だ
雪
が
降
る
と
い
う
状
況
は
、

明
ら
か
に
﹃
古
今
集
﹄
の
「
春
霞
た
て
る
や
い
づ
こ
み
吉
野
の
吉
野

の
山
に
雪
は
ふ
り
つ
つ
」（
春
上
・
三
・
読
人
不
知
）
や
「
梅
が
枝
に

来
ゐ
る
鶯
春
か
け
て
鳴
け
ど
も
未
だ
雪
は
ふ
り
つ
つ
」（
春
上
・
五
・

【別表】『日吉社撰歌合』の本歌・参考歌
『日吉社撰歌合』の歌番号

（括弧内は本歌・参考歌の歌番号）

古今集を本歌取した歌

3（9），6（27），7（207），9（191），12（52），17（139），19（149），21（159）， 
29（252），31（218），35（636），36（194），40（406），41（790），42（45），
49（325），51（879），64（608），65（614），67（634），68（625），71（632），
73（507），77（931），83（644），84（899），86（837），87（407），92（909），
100（仮名序）

伊勢物語を本歌取した歌 8（40 段），17（60 段），25（3 段），51（88 段），71（5 段），83（103 段）
後撰集を本歌取した歌 26（267），30（381），55（769），60（647，648），65（967），74（850）
拾遺集を本歌取した歌 45（547），52（1158），54（261），76（888）

万葉集を本歌取、

または参考にした歌

1（1812），21（1938），24（64），40（1553），45（1553），47（1240）， 
78（1045），79（2444），80（1172，2436），85（2294），91（4232）

千載集の近代～当代歌

を参考にした歌

13（66，67），34（603），37（993），46（371），54（475），55（665）， 
56（779），58（703），61（690），70（878），72（722），75（834）

新古今集の近代～当代歌

を参考にした歌

1（2），12（1455），17（238），21（194），23（474），25（364），26（417）， 
33（1531），62（1120），75（1789）

定家詠を参考にした歌

（括弧内は拾遺愚草）
9（2149），12（2169），24（1359），28（832），35（員外 720），69（862）， 
78（1287），80（1332），81（2286），99（1100）

俊成詠を参考にした歌

（括弧内は長秋詠藻）
17（226），33（480），46（51），56（360），58（500）
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読
人
不
知
）
に
拠
っ
て
い
る
。
他
方
、
Ⓑ
は
、
平
城
京
の
荒
廃
に
思

い
を
馳
せ
た
歌
で
、「
世ヨ
ノ
ナ
カ
ヲ

間
乎　

常ツ
ネ
ナ
キ
モ
ノ
ト

无
物
跡　

今イ
マ
ゾ
シ
ル

曽
知　

平ナ
ラ
ノ
ミ
ヤ
コ
ノ

城
京
師
之

移ウ
ツ
ロ
フ
ミ
レ
バ

徙
見
者
」（
万
葉
集
・
巻
六
・
一
〇
四
五
）
を
踏
ま
え
る
。
た
だ
し
、

往
時
を
偲
ぶ
よ
す
が
に
花
を
持
ち
出
す
発
想
は
、﹃
古
今
集
﹄
の
「
故

郷
と
な
り
に
し
奈
良
の
都
に
も
色
は
か
は
ら
ず
花
は
さ
き
け
り
」（
春

下
・
九
〇
・
奈
良
帝
）
に
拠
る
。
こ
の
よ
う
に
﹃
撰
歌
合
﹄
は
、
万
葉

摂
取
の
歌
で
あ
っ
て
も
、
基
本
的
に
三
代
集
的
な
表
現
世
界
か
ら
逸

脱
し
な
い
、
優
美
な
歌
風
で
あ
る
点
に
特
色
が
あ
る
。

さ
て
、
こ
う
し
た
﹃
撰
歌
合
﹄
の
伝
統
重
視
の
姿
勢
か
ら
思
い
合

わ
さ
れ
る
の
は
、﹃
古
来
風
体
抄
﹄
の
「
歌
の
本
体
に
は
、
た
だ
古
今

集
を
仰
ぎ
信
ず
べ
き
事
な
り
」
や
、﹃
詠
歌
大
概
﹄
の
「
殊
可
二
見
習
一

者
、
古
今
・
伊
勢
物
語
・
後
撰
・
拾
遺
・
三
十
六
人
集
之
中
殊
上
手

歌
、
可
レ
懸
レ
心
」
等
の
言
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
、
御
子
左
家
の

古
典
主
義
的
な
和
歌
観
で
あ
る
。
為
家
も
ま
た
、﹃
古
今
集
﹄
の
本
歌

取
の
歌
を
多
く
撰
ぶ
こ
と
で
、
俊
成
・
定
家
の
和
歌
観
を
継
承
し
よ

う
と
し
た
可
能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
な
ら
ば
、﹃
撰
歌
合
﹄
は
基

本
的
に
、
御
子
左
家
の
価
値
基
準
に
即
し
た
歌
の
撰
び
方
に
な
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
見
通
し
が
生
ま
れ
る
。

そ
こ
で
今
度
は
、
本
歌
取
以
外
で
、
撰
入
歌
が
ど
の
よ
う
な
先
行

歌
を
参
考
に
し
た
か
を
見
て
み
た
い
。
撰
入
歌
の
参
考
歌
を
調
査
す

る
と
、近
代
（
院
政
期
）
以
降
の
作
例
で
は
、﹃
千
載
集
﹄﹃
新
古
今
集
﹄

を
参
考
に
し
た
歌
が
そ
れ
ぞ
れ
一
二
首
、
一
〇
首
あ
る
の
が
特
に
目

立
つ
。
直
近
の
二
つ
の
勅
撰
集
の
影
響
力
が
強
い
の
は
容
易
に
予
想

さ
れ
る
こ
と
だ
が
、
い
ず
れ
も
俊
成
・
定
家
が
撰
歌
に
関
わ
っ
た
撰

集
だ
と
い
う
点
は
留
意
し
て
お
き
た
い
。
ま
た
、
よ
く
参
考
に
さ
れ

た
近
代
以
降
の
歌
人
と
い
う
観
点
で
見
る
と
、
定
家
・
俊
成
詠
に
学

ん
だ
歌
が
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
首
、
五
首
あ
る
の
が
最
も
多
い
。
為
家
は

当
然
、
俊
成
・
定
家
が
評
価
し
た
歌
や
、
彼
ら
自
身
の
作
例
を
熟
知

し
て
い
た
は
ず
だ
か
ら
、
こ
う
し
た
傾
向
は
や
は
り
、
御
子
左
家
の

価
値
基
準
に
適
う
歌
を
撰
ぶ
と
い
う
為
家
の
撰
歌
姿
勢
を
意
味
す
る

の
で
は
な
い
か
。

Ⓒ 

春
を
へ
て
花
を
し
見
れ
ば
と
ば
か
り
を
憂
き
慰
め
の
身
ぞ
ふ

り
に
け
る 

（
春
・
一
二
・
知
家
。
続
後
撰
集)

10
(

）

Ⓓ 

老
い
ぬ
れ
ば
今
年
ば
か
り
と
思
ひ
こ
し
又
秋
の
夜
の
月
を
見

る
か
な 

（
秋
・
三
三
・
家
隆
。
新
勅
撰
集
）

Ⓔ 

な
に
と
な
く
知
ら
ぬ
昔
の
こ
ひ
し
き
は
有
明
の
空
に
巡
る
月

影 

（
雑
・
八
一
・
藤
原
隆
祐
）

定
家
・
俊
成
詠
摂
取
の
例
と
し
て
三
首
を
掲
げ
た
。
Ⓒ
は
「
年
ふ

れ
ば
よ
は
ひ
は
老
い
ぬ
し
か
は
あ
れ
ど
花
を
し
見
れ
ば
物
思
ひ
も
な

し
」（
古
今
集
・
春
上
・
五
二
・
藤
原
良
房
）
を
本
歌
に
、
沈
淪
し
た
ま

ま
老
い
ゆ
く
我
が
身
を
嘆
い
た
述
懐
歌
だ
が
、
述
懐
の
趣
向
と
表
現

は
定
家
詠
「
春
を
へ
て
み
ゆ
き
に
な
る
る
花
の
か
げ
ふ
り
行
く
身
を
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も
あ
は
れ
と
や
思
ふ
」（
新
古
今
集
・
雑
上
・
一
四
五
五
）
に
も
学
ぶ
。

Ⓓ
が
老
身
な
が
ら
再
び
秋
の
月
に
巡
り
合
え
た
感
慨
を
述
べ
る
の

は
、
俊
成
詠
「
思
ひ
き
や
別
れ
し
秋
に
巡
り
逢
ひ
て
又
も
こ
の
世
の

月
を
見
ん
と
は
」（
新
古
今
集
・
雑
上
・
一
五
三
一
）
と
同
工
異
曲
で
あ

り
、
Ⓔ
が
月
に
「
知
ら
ぬ
昔
」
を
偲
ぶ
の
も
、
定
家
詠
「
偲
べ
と
や

知
ら
ぬ
昔
の
秋
を
へ
て
同
じ
形
見
に
残
る
月
影
」（
定
家
卿
百
番
自
歌

合
・
四
九
。
新
勅
撰
集
）
に
酷
似
す
る
。
い
ず
れ
も
御
子
左
家
好
み
の

歌
と
言
え
よ
う
。

こ
の
他
、
Ⓕ
「
百
夜
ま
で
逢
は
で
い
く
べ
き
命
か
は
か
き
も
は
じ

め
し
し
ぢ
の
は
し
が
き
」（
恋
・
五
六
・
覚
寛
）
の
素
材
「
し
ぢ
の
は

し
が
き
」
は
、﹃
千
載
集
﹄
自
撰
の
俊
成
詠
（
恋
二
巻
軸
・
七
七
九
）
を

勅
撰
集
初
出
と
す
る
。
ま
た
、
Ⓖ
「
待
て
し
ば
し
煙
の
下
に
な
が
ら

へ
て
室
の
八
島
も
人
は
す
み
け
り
」（
恋
・
五
八
・
隆
祐
）
の
「
室
の

八
島
」
も
、
勅
撰
集
初
出
こ
そ
﹃
詞
花
集
﹄（
恋
上
・
一
八
八
・
藤
原

実
方
）
に
な
る
が
（
た
だ
し
同
一
歌
が
﹃
金
葉
集
﹄
三
奏
本
に
既
に
入
集
）、

続
く
﹃
千
載
集
﹄
に
俊
成
詠
（
恋
一
巻
軸
・
七
〇
三
）
ほ
か
一
挙
四
首

の
例
を
見
る
俊
成
好
み
の
素
材
で
あ
る
。
や
は
り
﹃
撰
歌
合
﹄
の
撰

歌
基
準
は
、
俊
成
・
定
家
の
関
与
し
た
撰
集
や
、
彼
ら
自
身
の
作
例

を
規
範
に
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。
次
節
で
は
、

こ
の
御
子
左
家
的
な
撰
歌
基
準
を
、
さ
ら
に
別
の
切
り
口
か
ら
掘
り

下
げ
て
み
た
い
。

三
、
源
家
長
の
撰
外
歌

為
家
の
撰
歌
意
識
を
考
え
る
に
当
た
っ
て
は
、﹃
為
家
家
百
首
﹄
の

中
か
ら
﹃
撰
歌
合
﹄
に
撰
ば
れ
た
歌
と
、
撰
ば
れ
な
か
っ
た
歌
の
性

格
を
比
較
す
る
と
い
う
の
も
有
効
な
手
法
だ
ろ
う
。
そ
う
し
た
比
較

が
特
に
有
益
な
事
例
と
し
て
、
こ
こ
で
は
源
家
長
の
伝
存
歌
に
つ
い

て
考
察
し
た
い
。
家
長
の
百
首
そ
の
も
の
は
伝
わ
ら
な
い
が
、
幸
い

に
も
「
為
家
卿
家
百
首
」
と
の
詞
書
を
有
す
る
撰
外
歌
九
首
が
﹃
夫

木
抄
﹄
に
見
出
さ
れ
る
。
以
下
、
九
首
（
①
~
⑨
）
の
特
徴
を
見
て

い
こ
う
。

ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
は
、
家
長
の
撰
外
歌
に
は
、
万
葉
歌
の
影
響

を
受
け
た
歌
が
目
立
つ
こ
と
で
あ
る
。

① 

紅
の
浅
葉
の
野
ら
の
草
も
木
も
ま
だ
染
め
は
て
ぬ
初
時
雨
か

な 

（
夫
木
抄
・
雑
四
・
九
七
七
九
）

　
　

 

紅ク
レ
ナ
ヰ
ノ之　

浅ア
サ
ハ
ノ
ノ
ラ
ニ

葉
乃
野
良
尓　

苅カ
ル
ク
サ
ノ

草
乃　

束ツ
カ
ノ
ア
ヒ
ダ
モ

之
間
毛　

吾ワ
レ

忘ワ
ス
レ

諸ズ

毛モ

　
　

 （
万
葉
集
・
巻
十
一
・
二
七
六
三
。
古
今
和
歌
六
帖
、
五
代
簡
要

な
ど
他
出
多
数
）

② 
わ
た
の
原
磯
も
と
ゆ
す
り
立
つ
波
の
豊
か
に
た
た
ふ
袖
の
上

か
な 

（
夫
木
抄
・
雑
八
・
一
二
〇
四
二
）

　
　

 
大オ

ホ
ウ
ミ
ノ

海
之　

礒イ
ソ
モ
ト
ユ
ス
リ

本
由
須
理　

立タ
ツ
ナ
ミ
ノ

波
之　

将ヨ
ラ
ム
ト
オ
モ
ヘ
ル

依
念
有　

濱ハ
マ

之ノ

浄キ
ヨ
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奚ケ

久ク 

（
万
葉
集
・
巻
七
・
一
二
三
九
。
綺
語
抄
）

③ 
憂
き
こ
と
を
し
る
は
の
磯
の
し
き
波
も
い
か
な
る
御
代
に
あ

は
れ
か
け
け
む 

（
夫
木
抄
・
雑
八
・
一
二
〇
五
〇
）

　
　

 

等ト

ヘ

タ

ホ

ミ

倍
多
保
美　

志シ

ル

ハ

ノ

イ

ソ

留
波
乃
伊
宗
等ト　

尓ニ

ヘ

ノ

ウ

ラ

ト

閇
乃
宇
良
等　

安ア

比ヒ

弖テ

之シ

阿ア

良ラ

波バ　

己コ

ト

モ

カ

ユ

ハ

ム

等
母
加
由
波
牟

　
　

 （
万
葉
集
・
巻
二
十
・
四
三
二
四
・
丈
部
川
相
︹
西
本
願
寺
本
に

拠
る
。
廣
瀬
本
の
訓
は
第
二
~
四
句
「
シ
タ
ハ
ノ
イ
ソ
ト
ア
ヘ

ノ
ウ
ラ
ト
ア
ヒ
テ
モ
ア
ラ
バ
」︺。
五
代
集
歌
枕
）

三
首
の
傍
線
部
は
い
ず
れ
も
万
葉
歌
か
ら
の
摂
取
で
あ
る
。
特
に

「
磯
も
と
ゆ
す
り
」
と
「
し
る
は
の
磯
」
は
、
先
行
の
摂
取
例
が
殆

ど
な
く
（
管
見
で
は
後
者
に
一
例
︹
玉
吟
集
・
建
保
四
年
院
百
首
・
八
八
八
︺

が
あ
る
程
度
）、
か
な
り
目
新
し
い
歌
句
・
歌
枕
と
言
え
る
。
万
葉
的

要
素
を
持
つ
撰
外
歌
は
他
に
も
あ
る
。

④ 

わ
ぎ
も
こ
が
上
裳
の
裾
を
ひ
き
か
へ
て
今
朝
た
ち
返
る
冬
の

水
波 

（
夫
木
抄
・
冬
一
・
六
三
六
一
）

⑤ 

思
ひ
か
ね
占
と
ふ
橋
よ
ま
さ
し
か
れ
世
の
人
ご
と
を
頼
み
渡

ら
ん 

（
夫
木
抄
・
雑
三
・
九
三
七
九
）

④
は
「
わ
ぎ
も
子
が
上
裳
の
裾
の
水
波
に
今
朝
こ
そ
冬
は
た
ち
は

じ
め
け
れ
」（
千
載
集
・
冬
・
三
九
四
・
小
大
進
）
に
酷
似
す
る
立
冬
の

歌
だ
が
、「
わ
ぎ
も
こ
が
上
裳
の
裾
」
は
万
葉
風
の
素
材
で
、「
お
ふ
の

海
に
ふ
な
の
り
す
ら
ん
わ
ぎ
も
こ
が
赤
裳
の
裾
に
潮
み
つ
ら
ん
か
」

（
拾
遺
集
・
雑
上
・
四
九
三
・
人
麿
。
万
葉
集
・
巻
一
・
四
〇
）
等
の
例
が

想
起
さ
れ
る
。
⑤
は
橋
占
を
題
材
に
し
た
恋
歌
と
見
ら
れ
、
占
い
に

す
が
る
発
想
の
源
流
は
「
ま
さ
し
て
ふ
や
そ
の
ち
ま
た
に
ゆ
ふ
け
と

ふ
占
ま
さ
に
せ
よ
妹
に
あ
ふ
べ
く
」（
拾
遺
集
・
恋
三
・
八
〇
六
・
人
麿
。

万
葉
集
・
巻
十
一
・
二
五
〇
六
）
あ
た
り
に
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う

に
、
撰
外
歌
か
ら
は
家
長
が
万
葉
的
な
素
材
を
好
ん
だ
様
子
が
見
て

取
れ
、「
磯
も
と
ゆ
す
り
」「
し
る
は
の
磯
」
の
如
き
耳
慣
れ
な
い
表

現
や
歌
枕
に
も
関
心
が
強
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

万
葉
摂
取
で
な
い
場
合
で
も
、
家
長
の
撰
外
歌
の
趣
向
は
工
夫
に

富
む
。⑥ 

夏
み
え
し
星
の
光
ぞ
か
く
れ
行
く
秋
た
つ
夜
半
の
長
き
は
じ

め
に 

（
夫
木
抄
・
雑
一
・
七
七
〇
六
）

⑦ 

峰
の
雲
か
さ
ね
て
白
き
夕
霧
に
か
へ
る
ね
山
の
鳥
の
一
声

 

（
夫
木
抄
・
秋
四
・
五
三
七
三
）

⑧ 

白
妙
の
駒
の
く
つ
ば
み
引
き
と
め
て
峰
に
残
れ
る
秋
の
色
か

な 

（
夫
木
抄
・
秋
六
・
六
三
一
三
）

⑥
は
、
夏
の
夜
空
を
彩
っ
た
星
が
、
秋
に
は
早
い
時
間
に
沈
ん
で

し
ま
う
こ
と
に
着
眼
し
た
歌
。
和
歌
で
は
星
の
光
を
詠
む
こ
と
自
体

珍
し
い
が
、
天
体
の
季
節
変
化
に
注
目
し
た
点
は
、
か
な
り
斬
新
で

あ
る
。

⑦
は
、﹃
風
雅
集
﹄
の
順
徳
院
詠
「
入
日
さ
す
峰
の
う
き
雲
た
な
び
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き
て
遥
か
に
帰
る
鳥
の
一
声
」（
雑
中
・
一
六
四
四
）
に
よ
く
似
た
叙

景
歌
で
あ
る
。
京
極
派
を
先
取
り
し
た
歌
風
と
評
せ
る
か
も
し
れ
な

い
が
、
第
二
句
の
「
白
き
」
は
同
時
代
の
流
行
表
現
で
あ
り)

11
(

、
建

保
期
に
は
「
か
さ
さ
ぎ
の
渡
す
や
い
づ
こ
夕
霜
の
雲
居
に
白
き
峰
の

懸
橋
」（
新
勅
撰
集
・
冬
・
三
七
五
・
家
隆
）
の
よ
う
な
秀
歌
も
生
ま
れ

た
。
し
か
し
、
そ
の
流
行
ぶ
り
は
晩
年
の
定
家
を
辟
易
さ
せ
た
ら
し

く
、
定
家
は
後
に
﹃
順
徳
院
百
首
﹄
の
評
語
で
、「
近
年
、
白
き
と
申

詞
あ
し
か
る
べ
き
事
に
は
候
は
ね
ど
、
末
生
初
学
毎
レ
人
毎
レ
歌
詠

候
之
故
、
余
満
レ
耳
候
て
猒
却
之
思
候
」（
六
五
番
歌
評
）
と
愚
痴
を

こ
ぼ
す
。
目
新
し
い
印
象
を
出
し
や
す
い
が
、
そ
の
ぶ
ん
安
易
に
多

用
さ
れ
て
陳
腐
化
し
て
し
ま
っ
た
、
二
面
性
の
あ
る
表
現
な
の
だ
ろ

う
。
家
長
も
そ
の
よ
う
な
流
行
表
現
に
飛
び
つ
い
た
歌
人
の
一
人
で

あ
っ
た
。

⑧
は
﹃
和
漢
朗
詠
集
﹄
九
月
尽
の
詩
句
「
文ぶ

ん
ほ
う峯

に
轡

く
つ
ば
み

を
案
ず

白は
く
く駒

の
景か

げ

、詞
海
に
舟
を
艤よ
そ

ふ
紅
葉
の
声
」（
二
七
六
・
大
江
以
言
。「
白

駒
の
景
」
は
陽
光
の
意
）
を
本
説
と
す
る
。「
秋
の
最
終
日
、
白
馬
の

よ
う
に
素
早
く
空
を
巡
り
、沈
ん
で
ゆ
く
日
を
引
き
留
め
る
よ
う
に
、

峰
に
は
ま
だ
、秋
の
色
（
即
ち
、残
照
に
映
え
る
紅
葉
）
が
残
っ
て
い
る
」

と
い
っ
た
意
味
合
い
の
歌
で
あ
ろ
う
か
。
色
彩
の
対
照
が
面
白
く
、

い
か
に
も
斬
新
な
趣
向
だ
が
、
本
説
に
寄
り
か
か
り
過
ぎ
て
い
る
ぶ

ん
難
解
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
凝
っ
た
趣
向
の
歌
や
、
先
に
見
た
万
葉
語
を
用
い
た
歌

の
例
か
ら
考
え
る
と
、
ど
う
や
ら
家
長
に
は
題
材
の
目
新
し
さ
・
奇

抜
さ
を
好
む
傾
向
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
無
論
、﹃
夫
木
抄
﹄
が
変
わ
っ

た
歌
ば
か
り
を
撰
ん
だ
と
い
う
側
面
も
あ
ろ
う
が
、
少
な
く
と
も
、

家
長
自
身
の
詠
風
に
そ
う
し
た
一
面
が
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な

い
。こ

う
し
た
目
新
し
さ
を
求
め
る
傾
向
の
一
方
で
、
述
懐
性
の
強
い

撰
外
歌
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
興
味
深
い
点
と
言
え
る
。
次
の
二
首
は

承
久
の
乱
を
踏
ま
え
た
述
懐
で
あ
る
。

③ 

憂
き
こ
と
を
し
る
は
の
磯
の
し
き
波
も
い
か
な
る
御
代
に
あ

は
れ
か
け
け
む

⑨ 

忘
れ
め
や
交
野
の
御
か
り
狩
り
暮
ら
し
帰
る
水
無
瀬
の
山
の

端
の
月 

（
夫
木
抄
・
雑
二
・
八
八
三
九
）

先
掲
③
は
、
配
所
の
後
鳥
羽
院
を
思
い
や
っ
た
歌
と
見
ら
れ
る
。

「
辛
い
こ
と
を
知
っ
て
い
る
と
い
う
、
し
る
は
の
磯
に
頻
り
に
寄
せ

る
波
も
、
い
っ
た
い
ど
ん
な
ご
治
世
に
憐
れ
み
を
か
け
て
き
た
の
だ

ろ
う
」
と
歴
代
の
天
皇
に
思
い
を
馳
せ
る
内
容
だ
が
、
こ
れ
は
要
す

る
に
、
作
者
が
現
在
の
後
鳥
羽
院
の
苦
境
を
憐
れ
ん
で
い
る
こ
と
を

意
味
し
よ
う
。
⑨
は
「
交
野
で
狩
り
を
し
て
は
、
日
が
暮
れ
る
と
水

無
瀬
殿
に
帰
っ
た
、
あ
の
後
鳥
羽
院
と
の
思
い
出
を
忘
れ
る
こ
と
は

な
い
」
と
、
院
の
治
世
を
懐
古
し
た
歌
。
そ
の
表
現
は
、
明
ら
か
に
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﹃
伊
勢
物
語
﹄
の
惟
喬
親
王
の
物
語
（
水
無
瀬
で
の
鷹
狩
と
小
野
隠
棲
）

を
踏
ま
え
る
。

狩
り
暮
ら
し
た
な
ば
た
つ
め
に
宿
か
ら
む
天
の
河
原
に
我
は
来

に
け
り 

（
伊
勢
物
語
・
八
二
段
）

あ
か
な
く
に
ま
だ
き
も
月
の
隠
る
る
か
山
の
端
に
げ
て
入
れ
ず

も
あ
ら
な
む 

（
伊
勢
物
語
・
八
二
段
）

忘
れ
て
は
夢
か
と
ぞ
思
ふ
思
ひ
き
や
雪
ふ
み
わ
け
て
君
を
見
む

と
は 

（
伊
勢
物
語
・
八
三
段
）

お
そ
ら
く
家
長
は
、
後
鳥
羽
院
と
自
身
の
深
い
絆
を
、
突
如
と
し

て
出
家
隠
棲
し
た
惟
喬
親
王
と
、
親
王
を
慕
い
続
け
た
在
原
業
平
の

関
係
に
な
ぞ
ら
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

以
上
の
考
察
を
ま
と
め
る
と
、
家
長
の
撰
外
歌
の
特
徴
は
、
目
新

し
い
題
材
へ
の
関
心
と
、
そ
の
一
方
で
の
述
懐
性
と
い
う
、
二
つ
の

方
向
性
に
集
約
で
き
る
。
特
に
前
者
の
傾
向
の
歌
か
ら
は
、
伝
統
的

な
和
歌
の
発
想
を
逸
脱
し
て
い
く
よ
う
な
、
大
胆
さ
す
ら
感
じ
ら
れ

る
。

四
、
源
家
長
の
撰
入
歌

そ
れ
で
は
、﹃
撰
歌
合
﹄
の
撰
入
歌
は
ど
の
よ
う
な
歌
だ
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。
源
家
長
の
撰
入
歌
は
六
首
あ
り
（
Ⓗ
~
Ⓜ
）、
家
隆
の
一
三

首
・
為
家
の
一
〇
首
に
次
い
で
三
番
目
に
多
い
（
俊
成
卿
女
・
藤
原
秀

能
・
知
家
・
信
実
と
同
数
）。
家
長
の
歌
は
比
較
的
高
い
評
価
を
得
た

こ
と
が
分
か
る
。

撰
入
歌
の
特
徴
と
し
て
は
ま
ず
、
述
懐
性
の
強
さ
を
指
摘
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
三
首
を
掲
げ
る
。

Ⓗ 

藤
波
は
か
け
て
お
よ
ば
ぬ
か
ざ
し
に
て
身
は
し
も
な
が
ら

山(

マ

マ

)

ふ
か
き
の
花 

（
春
・
一
五
）

Ⓘ 

よ
し
さ
ら
ば
身
を
秋
風
に
捨
て
果
て
て
思
ひ
も
い
れ
じ
夕
暮

の
空 

（
秋
・
二
六
）

Ⓙ 

秋
の
月
眺
め
眺
め
て
老
い
が
よ
も
山
の
端
近
く
か
た
ぶ
き
に

け
り 

（
秋
・
三
四
。
続
後
撰
集
）

Ⓗ
の
結
句
は
「
山
ぶ
き
の
花
」
の
誤
写
か
。
Ⓗ
は
前
稿
で
指
摘
し

た
よ
う
に
、﹃
為
家
家
百
首
﹄
の
あ
っ
た
寛
喜
元
年
に
、
作
者
が
石
清

水
臨
時
祭
の
陪
従
を
務
め
た
こ
と
を
踏
ま
え
た
述
懐
で
あ
る
。
臨
時

祭
の
時
、
陪
従
は
山
吹
の
挿
頭
を
、
勅
使
は
藤
の
挿
頭
を
さ
す
と
い

う
故
実
に
寄
せ
て
、卑
官
の
ま
ま
終
わ
る
身
を
嘆
い
た
。
そ
の
上
で
、

﹃
源
氏
物
語
﹄
の
「
す
べ
ら
ぎ
の
か
ざ
し
に
折
る
と
藤
の
花
お
よ
ば

ぬ
枝
に
袖
か
け
て
け
り
」（
宿
木
・
薫
）
か
ら
詞
を
取
り
込
ん
だ
趣
向

は
優
美
で
あ
り
、
中
々
の
手
腕
と
評
せ
よ
う
。

Ⓘ
は
「
穂
に
は
い
で
ぬ
い
か
に
か
せ
ま
し
花
す
す
き
身
を
秋
風
に

捨
て
や
果
て
て
ん
」（
後
撰
集
・
秋
上
・
二
六
七
・
小
野
道
風
）
の
本
歌

取
で
、「
ふ
く
る
ま
で
眺
む
れ
ば
こ
そ
悲
し
け
れ
思
ひ
も
い
れ
じ
秋
の
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夜
の
月
」（
新
古
今
集
・
秋
上
・
四
一
七
・
式
子
内
親
王
）
等
も
参
考
と

し
た
か
。「
夕
暮
の
空
を
眺
め
て
物
思
い
に
苦
し
む
く
ら
い
な
ら
、

こ
の
身
を
捨
て
て
し
ま
お
う
」
の
意
で
、
こ
れ
も
述
懐
的
気
分
を
感

じ
さ
せ
る
。

Ⓙ
は
自
ら
の
老
い
先
の
短
さ
を
思
う
述
懐
。
第
二
句
の
反
復
表
現

「
眺
め
眺
め
て
」
が
印
象
的
だ
が
、
こ
れ
は
俊
成
が
﹃
千
載
集
﹄
に

撰
び
、
定
家
も
﹃
定
家
八
代
抄
﹄（
再
撰
本
）
に
撰
ん
だ
西
行
の
秀
歌

「
諸
共
に
眺
め
眺
め
て
秋
の
月
ひ
と
り
に
な
ら
む
こ
と
ぞ
悲
し
き
」

（
千
載
集
・
哀
傷
・
六
〇
三
）
に
学
ぶ
。

以
上
の
三
首
は
い
ず
れ
も
述
懐
性
を
有
す
る
歌
で
、
そ
の
点
で
は

撰
外
歌
（
③
⑨
）
に
も
近
い
傾
向
を
持
つ
。
一
方
で
、
耳
慣
れ
な
い

万
葉
語
は
使
わ
れ
ず
、
総
じ
て
平
明
で
穏
や
か
な
表
現
に
な
っ
て
い

る
点
は
、
奇
抜
さ
に
傾
き
が
ち
で
あ
っ
た
撰
外
歌
と
は
異
な
る
傾
向

を
示
し
て
い
る
。

続
い
て
、
特
に
述
懐
性
を
有
さ
な
い
歌
も
見
て
い
こ
う
。
残
り
三

首
を
掲
げ
る
。

Ⓚ 

み
山
に
は
雄
鹿
な
く
な
り
裾
野
な
る
も
と
あ
ら
の
小
萩
今
か

さ
く
ら
ん 

（
秋
・
三
一
。
続
後
撰
集
）

Ⓛ 

初
時
雨
ふ
り
さ
け
見
れ
ば
あ
か
ね
さ
す
三
笠
の
山
は
紅
葉
し

に
け
り 

（
秋
・
四
〇
。
続
後
撰
集
）

Ⓜ 

何
と
か
や
名
さ
へ
忘
る
る
も
ろ
か
づ
ら
そ
よ
そ
の
か
み
に
か

け
離
れ
つ
つ 

（
恋
・
七
五
）

Ⓚ
は
鹿
の
鳴
き
声
に
萩
の
開
花
を
思
い
や
る
歌
。
古
歌
「
秋
萩
の

花
さ
き
に
け
り
高
砂
の
尾
上
の
鹿
は
今
や
な
く
ら
む
」（
古
今
集
・
秋

上
・
二
一
八
・
藤
原
敏
行
）
の
本
末
の
関
係
を
反
転
し
た
だ
け
と
で
も

い
う
よ
う
な
、
古
風
で
平
明
な
内
容
の
一
首
で
あ
る
。﹃
新
勅
撰
集
﹄

に
は
「
さ
を
鹿
の
声
き
こ
ゆ
な
り
宮
城
野
の
も
と
あ
ら
の
小
萩
花
ざ

か
り
か
も
」（
秋
上
・
二
三
四
・
祐
子
内
親
王
家
小
弁
）
と
い
う
類
想
歌

が
あ
る
。
新
勅
撰
期
の
定
家
の
好
尚
に
も
通
ず
る
、
伝
統
重
視
の
保

守
的
な
歌
風
と
評
せ
よ
う
。

Ⓛ
は
「
あ
ま
の
原
ふ
り
さ
け
見
れ
ば
春
日
な
る
三
笠
の
山
に
い
で

し
月
か
も
」（
古
今
集
・
羇
旅
・
四
〇
六
・
安
倍
仲
麿
）
の
本
歌
取
。
時

雨
が
三
笠
山
の
紅
葉
を
染
め
る
と
い
う
趣
向
は
、「
鍾シ
グ
レ
ノ
ア
メ

礼
能
雨 

無マ
ナ
ク
シ
フ
レ
バ

間
零
者 

三ミ
カ
サ
ヤ
マ

笠
山 

木コ
ズ
ヱ
ア
マ
ネ
ク

末
歴 

色イ
ロ
ヅ
キ
ニ
ケ
リ

附
尓
家
里
」（
万
葉
集
・
巻
八
・
一
五

五
三
・
大
伴
稲
公
）
や
「
君
が
さ
す
三
笠
の
山
の
紅
葉
葉
の
色　

神

無
月
し
ぐ
れ
の
雨
の
そ
め
る
な
り
け
り
」（
古
今
集
・
旋
頭
歌
・
一
〇

一
〇
・
紀
貫
之
）
と
い
っ
た
古
歌
を
踏
襲
す
る
。
こ
れ
も
伝
統
的
発

想
に
即
し
た
、
保
守
的
か
つ
平
明
な
歌
風
だ
が
、
古
風
な
枕
詞
「
あ

か
ね
さ
す
」
を
有
意
に
用
い
て
、
時
雨
の
降
り
過
ぎ
た
三
笠
山
に
日

が
さ
し
、
紅
葉
が
照
り
映
え
る
様
子
を
表
現
し
た
の
は
巧
み
と
言
え

る
。
堅
実
な
が
ら
作
者
の
手
腕
が
光
る
秀
歌
で
あ
る
。

Ⓜ
は
、
葵
鬘
に
寄
せ
た
恋
歌
で
あ
る
。「
も
ろ
か
づ
ら
」「
そ
の
か
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み
」「
か
け
」
は
全
て
葵
の
縁
語
で
、
大
意
は
「
あ
の
頃
と
違
い
、

今
は
逢
え
る
日
が
全
然
な
い
も
の
だ
か
ら
、︿
逢
う
日
﹀
即
ち
︿
葵
﹀

と
い
う
植
物
の
名
前
ま
で
忘
れ
て
し
ま
っ
た
」
と
い
う
も
の
。
縁
語

を
駆
使
し
た
大
袈
裟
な
口
吻
は
、
一
見
、
撰
外
歌
と
地
続
き
の
奇
抜

な
詠
み
ぶ
り
に
も
思
え
る
が
、
実
の
と
こ
ろ
、
当
該
歌
の
詠
法
は
む

し
ろ
か
な
り
常
套
的
な
も
の
で
あ
る
。「
も
ろ
か
づ
ら
二
葉
な
が
ら

も
君
に
か
く
あ
ふ
ひ
や
神
の
し
る
し
な
る
ら
ん
」（
後
拾
遺
集
・
雑
五

・
一
一
〇
八
・
藤
原
道
長
）
の
如
く
、
葵
に
寄
せ
て
縁
語
・
掛
詞
を
盛

り
込
む
の
は
、古
く
か
ら
あ
る
発
想
形
式
で
あ
り
、同
時
代
に
も
「
見

れ
ば
ま
づ
い
と
ど
涙
ぞ
も
ろ
か
づ
ら
い
か
に
契
り
て
か
け
離
れ
け

ん
」（
新
古
今
集
・
雑
下
・
一
七
七
八
・
鴨
長
明
）
等
の
先
例
が
あ
る
。

ま
た
、草
の
名
前
を
忘
れ
る
と
い
う
大
袈
裟
な
口
吻
も
、俊
成
が
﹃
千

載
集
﹄
に
撰
び
、﹃
定
家
八
代
抄
﹄
に
も
入
っ
た
「
何
と
か
や
偲
ぶ
に

は
あ
ら
で
故
郷
の
軒
ば
に
し
げ
る
草
の
名
ぞ
う
き
」（
千
載
集
・
恋
三

・
八
三
四
・
藤
原
忠
良
）
等
の
先
例
が
あ
り
、
俊
成
・
定
家
も
認
め
た

趣
向
の
あ
り
方
で
あ
っ
た
。

以
上
、
家
長
の
撰
入
歌
六
首
を
検
討
し
た
。
先
に
見
た
撰
外
歌
と

の
違
い
は
明
白
だ
ろ
う
。
即
ち
、
家
長
の
百
首
の
述
懐
的
な
部
分
は

﹃
撰
歌
合
﹄
に
も
継
承
さ
れ
た
が
、
題
材
の
目
新
し
さ
・
奇
抜
さ
を

求
め
る
部
分
に
関
し
て
は
明
ら
か
に
否
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

為
家
が
評
価
し
た
の
は
、
作
者
な
り
の
工
夫
や
当
代
性
は
見
ら
れ
て

も
、
無
闇
に
奇
を
て
ら
わ
ず
、
伝
統
的
な
表
現
の
枠
組
み
に
根
差
し

た
歌
で
あ
っ
た
。
そ
の
ぶ
ん
Ⓚ
Ⓛ
の
よ
う
な
古
風
で
平
明
温
雅
な
歌

が
目
立
つ
。
Ⓙ
の
「
眺
め
眺
め
て
」
や
、
Ⓜ
の
趣
向
は
や
や
奇
抜
に

聞
こ
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
い
ず
れ
も
伝
統
的
発
想
を
逸
脱
す
る

も
の
で
は
な
い
し
、
俊
成
・
定
家
が
認
め
た
秀
歌
を
参
考
歌
と
し
て

い
る
。
第
二
節
で
指
摘
し
た
通
り
の
、
御
子
左
家
的
な
価
値
基
準
に

即
し
た
撰
歌
の
あ
り
方
が
、
家
長
の
撰
入
歌
に
も
顕
著
に
表
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。

今
、「
御
子
左
家
的
な
価
値
基
準
」
と
述
べ
た
が
、
よ
り
限
定
を
加

え
れ
ば
、
新
勅
撰
期
の
定
家
の
価
値
基
準
、
と
述
べ
る
の
が
良
い
。

例
え
ば
、奇
を
て
ら
わ
な
い
平
明
温
雅
な
歌
を
重
ん
じ
る
点
な
ど
は
、

﹃
続
後
撰
和
歌
集
目
録
序
﹄（
建
長
三
年
︹
一
二
五
一
︺
頃
）
の
次
の
よ

う
な
言
説
が
想
起
さ
れ
よ
う
。

さ
き
の
新
勅
撰
集
は
、
定
家
老
い
の
後
か
さ
ね
て
承
る
。
そ
の

比
ほ
ひ
の
哥
、
詞
を
飾
り
て
ま
こ
と
す
く
な
き
さ
ま
を
人
多
く

好
み
、
世
み
な
学
べ
る
に
よ
り
て
、
姿
す
な
ほ
に
心
う
る
は
し

き
哥
を
あ
つ
め
て
、
道
に
ふ
け
る
と
も
が
ら
、
心
を
わ
き
ま
ふ

る
た
ぐ
ひ
あ
ら
ば
、
哥
の
み
ち
世
に
つ
た
は
れ
と
て
、
撰
び
た

て
ま
つ
れ
り
き
。

こ
の
為
家
の
言
に
拠
れ
ば
、
新
勅
撰
期
の
定
家
は
、
無
闇
に
表
現

を
飾
っ
た
だ
け
の
「
ま
こ
と
す
く
な
き
」
当
代
歌
を
批
判
し
、
堅
実
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な
「
姿
す
な
ほ
に
心
う
る
は
し
き
哥
」
を
理
想
と
し
た
と
い
う
。﹃
為

家
書
札
﹄（
弘
長
三
年
︹
一
二
六
三
︺）
で
は
、
同
様
の
和
歌
観
が
、
寂

蓮
詠「
尾
上
よ
り
門
田
に
か
よ
ふ
秋
風
に
稲
葉
を
渡
る
さ
を
鹿
の
声
」

（
千
載
集
・
秋
下
・
三
二
五
）
に
対
す
る
俊
成
の
批
判
と
し
て
語
ら
れ

る
。

祖
父
俊
成
、末
代
の
哥
損
ぜ
ん
ず
る
哥
也
。
ま
こ
と
す
く
な
し
。

恋
・
述
懐
な
ど
に
は
利
口
も
ゆ
る
す
事
な
れ
ど
、
四
季
哥
に
虚

誕
は
不
可
然
之
由
申
候
け
る
。

恋
歌
と
述
懐
歌
は
、
奇
抜
で
大
袈
裟
な
表
現
（
利
口
・
虚
誕
）
も

許
さ
れ
る
が
、
季
節
の
歌
は
奇
を
て
ら
わ
ず
に
「
ま
こ
と
」
あ
る
歌

を
詠
む
べ
き
だ
と
い
う
。「
ま
こ
と
す
く
な
し
」
は
、﹃
古
今
集
﹄
仮

名
序
「
僧
正
遍
昭
は
、
歌
の
さ
ま
は
得
た
れ
ど
も
、
ま
こ
と
す
く
な

し
」
に
由
来
す
る
評
語
で
、
表
現
・
趣
向
の
巧
み
さ
に
こ
だ
わ
る
余

り
、
真
情
・
真
実
味
に
欠
け
る
歌
を
指
す
。
こ
の
俊
成
の
寂
蓮
詠
批

判
は
、
早
く
﹃
京
極
中
納
言
相
語
﹄
寛
喜
元
年
（
一
二
二
九
）
八
月

一
九
日
条
に
、「
面
白
き
歌
な
り
。
是
は
道
理
叶
わ
ぬ
に
は
あ
ら
ね
ど

も
、
末
代
の
哥
損
ぜ
む
ず
る
も
の
な
り
」
と
の
言
葉
で
見
え
る
も
の

で
あ
る)

12
(

。
つ
ま
り
、
無
闇
に
奇
を
て
ら
っ
た
「
面
白
き
歌
」
を
詠

む
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
俊
成
の
訓
戒
は
、
や
は
り
新
勅
撰
期
の
定

家
に
よ
っ
て
強
調
さ
れ
、
為
家
に
継
承
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ

る)
13
(

。

以
上
の
よ
う
に
、﹃
撰
歌
合
﹄
の
撰
歌
に
は
、
新
勅
撰
期
の
定
家
の

和
歌
観
に
即
し
た
歌
を
撰
ぼ
う
と
す
る
為
家
の
志
向
が
感
じ
ら
れ

る
。
そ
れ
は
、
歌
の
家
を
継
ぐ
自
覚
に
基
づ
く
行
為
で
あ
っ
た
に
違

い
な
く
、
前
稿
で
指
摘
し
た
、
自
家
の
発
展
を
願
う
奉
納
動
機
と
も

よ
く
整
合
し
て
い
る
と
評
価
で
き
よ
う
。

五
、
実
情
性
の
重
視

先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
為
家
は
、
家
長
詠
の
奇
抜
な
一
面
は
否
定

し
た
一
方
、
述
懐
的
な
歌
に
つ
い
て
は
特
に
排
除
を
し
な
か
っ
た
。

実
は
、﹃
撰
歌
合
﹄
は
非
常
に
述
懐
性
の
強
い
作
品
で
、
沈
淪
や
老
い

の
感
懐
、
懐
旧
な
ど
、
述
懐
的
な
歌
が
部
立
を
問
わ
ず
撰
ば
れ
て
い

る
（
先
掲
Ⓒ
Ⓓ
Ⓔ
Ⓗ
Ⓘ
Ⓙ
等
、
私
見
で
は
計
三
七
首
︹
四
季
部
に
一
八
首
︺

あ
る)

14
(

）。
し
か
も
、
そ
の
述
懐
歌
の
多
く
は
、﹃
為
家
家
百
首
﹄
の
催

さ
れ
た
寛
喜
元
年
頃
の
歌
人
達
の
実
像
を
反
映
し
た
、
実
情
性
の
強

い
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
先
掲
Ⓗ
「
藤
波
は
か
け
て
お
よ
ば
ぬ
か

ざ
し
に
て
身
は
し
も
な
が
ら
山(

マ

マ

)

ふ
か
き
の
花
」（
春
・
一
五
・
源
家
長
）

は
、
先
述
の
如
く
、
寛
喜
元
年
に
作
者
が
石
清
水
臨
時
祭
の
陪
従
を

務
め
た
こ
と
を
踏
ま
え
た
沈
淪
の
嘆
き
で
あ
る
。
ま
た
、
前
稿
で
検

討
し
た
世
尊
寺
行
能
の
述
懐
歌
Ⓝ
「
ゆ
き
島
の
巌
に
た
て
る
磯
馴
松

ま
つ
と
な
き
ま
に
し
ほ
れ
て
ぞ
ふ
る
」（
雑
・
九
一
）
は
、
同
年
に
作

者
が
行
っ
て
い
た
壱
岐
島
（
ゆ
き
島
）
知
行
の
所
望
が
、
未
だ
受
諾
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さ
れ
な
い
状
況
を
嘆
い
た
歌
で
あ
っ
た
。
こ
の
他
に
も
、
歌
道
家
出

身
の
歌
人
が
自
身
の
歌
へ
の
思
い
を
述
べ
た
歌
（
次
の
二
首
）
な
ど
、

例
歌
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
。

Ⓞ 

な
き
数
に
身
も
そ
む
く
よ
の
こ
と
の
葉
に
残
す
憂
き
名
を
又

や
と(
マ
マ
)も

め
ん

　
　

 （
雑
・
九
四
・
俊
成
卿
女
。
続
後
撰
集
︹
下
の
句
「
残
る
憂
き
名

の
ま
た
や
と
ま
ら
ん
」︺）

Ⓟ 

和
歌
の
浦
の
四
方
の
藻
屑
を
か
き
お
き
て
海
人
の
仕
業
の
ほ

ど
や
し
ら
れ
ん 
（
雑
・
九
九
・
知
家
。
続
後
撰
集
）

御
子
左
家
出
身
の
俊
成
卿
女
詠
Ⓞ
は
「
取
る
に
足
ら
な
い
身
と
し

て
俗
世
を
離
れ
出
家
し
た
の
に
、
こ
う
し
て
歌
を
詠
ん
で
は
、
ま
た

も
憂
き
名
を
世
に
残
す
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
か
」
の
意
、
六
条
家
出

身
の
知
家
詠
Ⓟ
は「
こ
う
し
て
藻
屑
の
よ
う
な
歌
々
を
書
き
記
せ
ば
、

自
分
の
実
力
の
程
が
知
ら
れ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
か
」
の
意
で
あ
る
。

ど
ち
ら
も
自
身
の
歌
の
出
来
を
謙
遜
し
た
歌
で
、
お
そ
ら
く
﹃
為
家

家
百
首
﹄
の
末
尾
に
、
為
家
へ
の
謙
辞
と
し
て
置
か
れ
て
い
た
歌
な

の
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、歌
の
家
の
名
を
負
う
者
ゆ
え
の
謙
遜
で
あ
り
、

歌
道
家
出
身
者
ら
し
い
自
意
識
を
、
詠
作
者
の
立
場
か
ら
告
白
し
た

も
の
と
言
え
る
。
や
は
り
現
実
の
作
者
の
立
場
と
歌
の
内
容
が
密
接

に
結
び
つ
き
、
実
情
性
を
重
ん
じ
た
撰
歌
で
あ
る
。

さ
ら
に
興
味
深
い
の
が
、
承
久
の
乱
後
の
世
を
嘆
い
た
と
思
し
き

後
鳥
羽
院
旧
臣
の
述
懐
を
、
為
家
が
複
数
撰
入
し
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
藤
原
秀
能
と
家
隆
は
、
乱
後
も
院
へ
の
忠
誠
を
保
ち
続
け
た
歌

人
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
二
人
の
乱
後
の
心
境
は
﹃
撰
歌

合
﹄
の
歌
か
ら
も
垣
間
見
え
る
。

Ⓠ 

あ
だ
な
り
と
何
恨
み
け
ん
桜
花
は
な
ぞ
見
し
世
の
形
見
な
り

け
る 

（
春
・
一
四
・
秀
能
。
新
勅
撰
集
）

Ⓡ 

露
の
身
の
命
は
限
り
あ
り
け
れ
ば
消
え
ぬ
と
い
ひ
て
年
も
へ

に
け
り 

（
雑
・
八
八
・
秀
能
）

Ⓢ 

涙
も
て
誰
か
お
り
け
ん
唐
衣
立
ち
て
も
居
て
も
濡
る
る
袖
か

な 

（
雑
・
八
五
・
秀
能
。
新
勅
撰
集
）

秀
能
詠
か
ら
見
て
い
く
。
Ⓠ
は
往
時
の
ま
ま
咲
き
誇
る
桜
に
「
見

し
世
」
を
懐
古
す
る
歌
。
無
常
の
人
の
世
と
不
変
の
自
然
の
対
比
は

類
型
的
発
想
だ
が
、
詠
作
時
期
か
ら
考
え
て
、
こ
こ
で
の
「
見
し
世
」

は
承
久
の
乱
で
失
わ
れ
た
院
の
治
世
を
指
す
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。

続
く
Ⓡ
は
「
露
の
よ
う
に
儚
い
身
と
は
言
っ
て
も
、
寿
命
が
あ
る
の

で
、
消
え
て
し
ま
う
と
言
い
な
が
ら
死
な
ず
に
年
月
を
過
ご
し
て
き

た
」
の
意
。
や
は
り
乱
か
ら
の
歳
月
の
経
過
に
思
い
を
馳
せ
、
乱
後

を
生
き
る
苦
し
み
を
述
べ
た
歌
と
解
さ
れ
る
（
事
実
、
乱
後
の
秀
能
は

同
趣
の
述
懐
を
多
数
詠
ん
で
い
る)

15
(

）。
立
ち
居
に
つ
け
涙
す
る
我
が
身

を
詠
ん
だ
Ⓢ
は
、
乱
を
想
起
さ
せ
る
表
現
こ
そ
な
い
が
、
こ
れ
も
詠

歌
時
期
に
鑑
み
て
、
乱
へ
の
嘆
き
を
読
み
取
る
説
が
あ
る)

16
(

。
秀
能



－70－

の
﹃
為
家
家
百
首)

17
(

﹄
に
は
他
に
も
、
乱
を
機
に
出
家
し
て
以
来
、

幾
年
も
時
雨
（
=
涙
）
に
僧
衣
を
濡
ら
し
て
き
た
と
嘆
く
「
幾
と
せ

の
秋
の
時
雨
に
し
ほ
れ
き
ぬ
我
が
衣
手
の
色
は
な
け
れ
ど
」（
如
願

法
師
集
・
一
九
四
）
や
、
配
所
の
院
の
袖
に
宿
る
月
を
思
い
や
る
「
言

問
へ
ど
こ
た
へ
ぬ
影
の
寂
し
き
は
遠
方
人
の
袖
の
上
の
月
」（
同
・

一
八
七
）
等
、
乱
を
踏
ま
え
た
述
懐
が
随
所
に
見
出
さ
れ
る
。
為
家

は
秀
能
の
百
首
に
底
流
す
る
院
思
慕
の
念
を
よ
く
理
解
し
た
上
で
、

撰
歌
を
行
っ
た
の
だ
ろ
う
。

Ⓣ 

わ
た
の
原
き
り
の
絶
え
間
の
ほ
ど
に
だ
に
憂
き
世
を
渡
る
海

人
の
釣
舟 

（
雑
・
八
七
・
家
隆
）

Ⓤ 

何
事
も
夢
と
の
み
見
る
世
の
中
に
神
の
ま
こ
と
ぞ
う
つ
つ
な

り
け
る 
（
雑
・
九
七
・
家
隆
）

続
い
て
家
隆
詠
を
見
る
。
Ⓣ
は
「
霧
の
絶
え
間
の
よ
う
な
短
い
間

さ
え
、憂
き
世
を
遁
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
」の
意
。「
海
人
の
釣
舟
」

に
寄
せ
た
述
懐
は
、
院
と
同
じ
く
隠
岐
に
流
さ
れ
た
小
野
篁
の
絶
唱

「
わ
た
の
原
八
十
島
か
け
て
漕
ぎ
い
で
ぬ
と
人
に
は
つ
げ
よ
海
人
の

釣
舟
」（
古
今
集
・
羇
旅
・
四
〇
七
）
を
踏
ま
え
る
。
こ
の
点
を
重
く

見
れ
ば
、
当
該
歌
の
「
憂
き
世
」
は
、
や
は
り
院
の
配
流
後
の
世
を

指
す
と
解
し
得
よ
う
。
Ⓤ
が
こ
の
世
は
何
事
も
夢
の
よ
う
に
儚
い
と

達
観
す
る
の
も
、
乱
に
よ
る
世
の
転
変
を
念
頭
に
置
く
の
か
も
し
れ

な
い
。
事
実
、
家
隆
の
百
首
に
は
他
に
も
、
院
へ
の
思
い
を
窺
わ
せ

る
歌
が
あ
る
。

た
ぐ
ひ
と
て
我
住
む
宿
の
壁
に
生
ふ
る
み
な
し
ご
草
も
あ
は
れ

い
つ
ま
で 

（
玉
吟
集
・
一
三
三
八
）

久
保
田
淳
氏
も
示
唆
す
る
如
く)

18
(

、
当
該
歌
の
措
辞
は
、
俊
成
が

讃
岐
の
崇
徳
院
の
遺
詠
に
応
え
た
長
歌
「
︙
︙
あ
は
れ
憂
き
身
の　

そ
の
か
み
を　

思
ふ
に
つ
け
て　

悲
し
き
は　

荒
れ
に
し
宿
の　

壁

に
生
ふ
る　

み
な
し
ご
草
と　

な
り
し
よ
り
︙
︙
」（
長
秋
詠
藻
・
五

八
三
）
に
拠
っ
た
と
思
し
い)

19
(

。
こ
う
し
た
特
別
な
長
歌
か
ら
敢
え
て

表
現
摂
取
を
試
み
て
い
る
点
、
配
所
の
上
皇
に
対
す
る
家
隆
の
強
い

関
心
を
想
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
俊
成
は
、
崇
徳
院
の
庇
護
を
得
る

以
前
の
自
分
を
「
み
な
し
ご
草
」
に
な
ぞ
ら
え
、
恩
義
の
深
い
崇
徳

院
へ
の
思
い
を
語
っ
た
。
対
し
て
、
家
隆
は
、
後
鳥
羽
院
の
庇
護
を

失
っ
た
現
在
の
自
分
を
「
み
な
し
ご
草
」
と
同
類
の
存
在
と
見
な
し
、

自
ら
の
老
い
先
の
短
さ
を
嘆
く
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
秀
能
と
家
隆
は
乱
後
も
院
を
慕
い
続
け
て
い
た
の

だ
が
、
そ
う
し
た
彼
ら
の
心
境
は
、
為
家
の
熟
知
す
る
と
こ
ろ
で
も

あ
っ
た
。
乱
後
、
家
隆
・
秀
能
・
家
長
ら
院
旧
臣
は
、
日
吉
社
や
北

野
社
に
て
度
々
社
頭
歌
会
を
催
し
、
院
の
還
京
を
祈
願
し
て
い
た
こ

と
が
知
ら
れ)

20
(

、
そ
の
歌
会
に
為
家
も
複
数
回
参
加
し
て
い
る
の
で

あ
る)

21
(

。
院
旧
臣
が
﹃
為
家
家
百
首
﹄
に
院
思
慕
の
歌
を
寄
せ
、
為

家
が
そ
れ
を
﹃
撰
歌
合
﹄
に
撰
入
し
た
の
も
、
そ
う
し
た
両
者
の
近



－71－

し
い
関
係
性
あ
っ
て
の
こ
と
な
の
だ
ろ
う)

22
(

。

以
上
の
如
く
、﹃
撰
歌
合
﹄
に
は
、
現
実
の
作
者
の
心
境
の
反
映
と

解
さ
れ
る
よ
う
な
、実
情
性
の
強
い
述
懐
歌
が
多
数
撰
ば
れ
て
い
る
。

そ
も
そ
も
、
奉
納
和
歌
は
一
般
に
、
神
へ
の
祈
願
・
愁
訴
と
し
て
の

性
格
を
有
す
る
か
ら
、述
懐
歌
が
重
視
さ
れ
や
す
い)

23
(

。
為
家
も
ま
た
、

右
の
よ
う
な
実
情
性
の
強
い
述
懐
を
多
く
撰
ぶ
こ
と
で
、
神
へ
の
訴

嘆
に
代
え
た
と
見
ら
れ
る
。
奉
納
撰
歌
合
を
企
画
す
る
以
上
、
主
催

者
は
、
現
実
の
世
を
生
き
る
歌
人
達
の
様
々
な
思
い
や
願
い
を
汲
み

と
り
、
神
に
伝
達
す
る
仲
介
者
の
任
を
負
う
、
為
家
は
そ
の
よ
う
に

考
え
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

た
だ
し
、
奉
納
和
歌
で
あ
れ
ば
常
に
﹃
撰
歌
合
﹄
の
よ
う
な
強
い

実
情
性
を
有
す
る
か
と
言
え
ば
、
必
ず
し
も
そ
う
と
は
言
え
な
い
。

む
し
ろ
述
懐
性
・
実
情
性
の
度
合
い
は
作
品
ご
と
に
ま
ち
ま
ち
で
あ

る
。
例
え
ば
、﹃
後
鳥
羽
院
御
集
﹄
所
収
の
奉
納
定
数
歌
（
計
九
種
）

は
全
て
部
立
構
成
を
と
る
が
、
雑
部
以
外
に
は
特
段
の
述
懐
へ
の
志

向
は
見
出
せ
な
い
。
部
立
を
問
わ
ず
述
懐
を
重
ん
ず
る
為
家
の
撰
歌

姿
勢
に
は
、
一
般
論
だ
け
に
回
収
さ
れ
な
い
別
の
動
機
付
け
も
、
合

わ
せ
て
想
定
し
て
お
く
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

六
、
和
歌
の
存
在
意
義

そ
こ
で
改
め
て
問
う
べ
き
は
、﹃
撰
歌
合
﹄が
こ
う
し
た
歌
人
達（
計

二
五
名
）
の
様
々
な
述
懐
を
神
に
捧
げ
る
形
式
を
と
っ
た
こ
と
自
体

の
意
味
で
あ
ろ
う
。新
た
に
奉
納
和
歌
を
企
画
す
る
に
当
た
っ
て
は
、

自
詠
だ
け
を
奉
納
す
る
選
択
も
有
り
得
た
は
ず
な
の
に
、
為
家
は
集

団
に
よ
る
祈
願
と
い
う
形
式
に
こ
だ
わ
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
前
稿

で
も
示
唆
し
た
如
く
、
為
家
の
中
に
、「
歌
人
達
の
現
実
社
会
で
の

様
々
な
思
い
を
託
す
媒
体
と
し
て
の
和
歌
」
を
重
ん
じ
、
そ
こ
に
和

歌
や
歌
道
家
の
存
在
意
義
を
見
出
そ
う
と
す
る
意
識
が
存
し
た
か
ら

で
は
な
か
っ
た
か
。
歌
合
掉
尾
に
置
か
れ
た
為
家
の
自
詠
に
注
目
し

た
い
。Ⓥ 

秋
津
島
人
の
心
を
種
と
し
て
ほ
か
に
は
き
か
ぬ
大
和
こ
と
の

葉 

（
雑
・
一
〇
〇
・
為
家
）

Ⓥ
は
、﹃
古
今
集
﹄
仮
名
序
「
や
ま
と
歌
は
人
の
心
を
種
と
し
て
、

よ
ろ
づ
の
言
の
葉
と
ぞ
な
れ
り
け
る
」
を
踏
ま
え
、
い
わ
ゆ
る
和
歌

風
俗
説
的
な
思
想
か
ら
、「
こ
こ
秋
津
洲
で
人
の
心
を
種
と
し
て
生
み

出
さ
れ
る
和
歌
は
、
他
国
に
は
な
い
文
学
な
の
だ
」
と
、
日
本
に
お

け
る
和
歌
の
存
在
意
義
を
言
挙
げ
し
た
歌
で
あ
る
（
前
稿
参
照
）。
い

か
に
も
歌
道
家
の
歌
人
ら
し
い
和
歌
礼
賛
の
言
葉
だ
が
、
日
本
と
い

う
公
共
的
・
社
会
的
な
視
座
か
ら
和
歌
の
存
在
価
値
を
論
じ
る
Ⓥ
の

視
点
は
、
他
の
歌
道
家
出
身
者
が
詠
じ
た
Ⓞ
「
な
き
数
に
身
も
そ
む

く
よ
の
こ
と
の
葉
に
残
す
憂
き
名
を
又
や
と(
マ
マ
)も
め
ん
」（
俊
成
卿
女
）

や
Ⓟ
「
和
歌
の
浦
の
四
方
の
藻
屑
を
か
き
お
き
て
海
人
の
仕
業
の
ほ
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ど
や
し
ら
れ
ん
」（
知
家
）
の
如
き
、詠
作
者
視
点
か
ら
の
述
懐
と
は
、

趣
が
全
く
異
な
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
そ
れ
は
和
歌
界
を
牽
引
す

る
主
催
者
側
の
視
点
と
で
も
言
う
べ
き
も
の
で
、
こ
こ
に
御
子
左
家

の
後
継
者
と
し
て
存
在
感
を
発
揮
せ
ん
と
す
る
「
為
家
の
気
構
え)

24
(

」

が
浮
か
び
上
が
る
。
実
際
に
は
、
こ
の
時
期
の
為
家
の
歌
壇
的
地
位

は
さ
ほ
ど
高
い
と
は
言
え
な
い
は
ず
な
の
だ
が
、
謙
辞
を
連
ね
た
俊

成
卿
女
・
知
家
の
二
首
に
比
べ
て
、
Ⓥ
の
表
現
か
ら
導
か
れ
る
作
者

（
=
為
家
）
の
姿
は
大
き
い
。
為
家
は
、
日
本
と
和
歌
の
深
い
関
係
性

を
殊
更
に
述
べ
た
自
詠
を
掉
尾
に
据
え
る
こ
と
で
、
歌
道
家
嫡
流
な

ら
で
は
の
矜
持
と
理
想
を
示
さ
ん
と
し
た
の
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
も
し
仮
に
﹃
撰
歌
合
﹄
が
為
家
ひ
と
り
の
歌
だ
け
で
構

成
さ
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
為
家
の
物
々
し
い
和
歌
礼
賛
の
言
は
、
ど

こ
か
空
理
空
論
の
感
を
免
れ
得
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
個
人
の

歌
だ
け
で
は
、
和
歌
を
日
本
の
風
俗
と
見
な
す
壮
大
な
理
念
を
裏
付

け
る
こ
と
は
不
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、
為
家
の
主
張
が
よ

り
説
得
力
を
持
つ
た
め
に
は
、︿
人
々
が
自
ら
の
「
心
を
種
と
し
て
」

歌
を
詠
む
秋
津
洲
﹀
と
い
う
世
界
観
を
、﹃
撰
歌
合
﹄
の
表
現
空
間
の

中
に
再
現
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

思
う
に
、
部
立
を
問
わ
ず
歌
人
達
の
実
情
性
の
強
い
述
懐
が
多
数

撰
ば
れ
た
の
は
、
歌
合
全
体
を
通
し
て
、
こ
の
為
家
の
和
歌
観
・
世

界
観
を
表
象
す
る
狙
い
が
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か)

25
(

。
実

情
詠
の
場
合
、
作
者
の
心
と
詠
歌
の
内
容
は
不
可
分
に
結
び
つ
く
。

和
歌
が
「
人
の
心
を
種
」
に
生
ま
れ
る
こ
と
を
証
す
る
た
め
に
は
、

虚
構
の
題
詠
歌
以
上
に
実
情
詠
が
重
要
な
意
味
を
持
つ
だ
ろ
う
。
歌

人
達
の
現
実
を
反
映
し
た
歌
が
あ
る
の
と
な
い
の
と
で
は
、
Ⓥ
の
主

張
の
重
み
が
明
ら
か
に
違
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

如
上
の
読
解
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
実
情
性
を
重
ん
じ
た
撰
歌
も

ま
た
、歌
道
家
を
継
ぐ
為
家
の
自
覚
と
脈
絡
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
。

前
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
、﹃
撰
歌
合
﹄の
奉
納
が
あ
っ
た
寛
喜
四
年
は
、

承
久
の
乱
で
瓦
解
し
た
宮
廷
歌
壇
が
、
本
格
的
に
復
興
し
て
ゆ
く
年

で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
時
期
に
、
日
本
に
お
け
る
和
歌
の
存
在
価

値
を
改
め
て
神
に
向
け
て
確
認
し
て
お
く
こ
と
は
、
歌
道
家
に
生
ま

れ
た
為
家
に
と
っ
て
大
き
な
意
味
を
持
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
れ
ゆ

え
、
実
情
性
の
重
視
と
掉
尾
の
Ⓥ
の
存
在
は
、
承
久
の
乱
後
の
混
迷

期
に
、
現
実
に
根
差
し
た
形
で
和
歌
の
存
在
意
義
を
確
か
め
、
歌
道

の
再
興
（
と
そ
れ
に
伴
う
御
子
左
家
の
発
展
）
を
願
う
、
為
家
の
意
志

の
表
れ
で
あ
っ
た
と
解
し
得
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

﹃
日
吉
社
撰
歌
合
﹄
は
、
歌
道
家
に
生
ま
れ
た
為
家
の
家
意
識
が

随
所
に
揺
曳
す
る
作
品
で
あ
る
。
定
数
歌
か
ら
歌
を
「
撰
ぶ
」
と
い

う
形
式
や
、
御
子
左
家
（
特
に
新
勅
撰
期
の
定
家
）
の
和
歌
観
に
沿
っ
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た
撰
歌
の
あ
り
方
に
は
、
歌
の
家
を
継
ぐ
者
と
し
て
の
為
家
の
強
い

自
覚
が
窺
え
た
。
集
団
に
よ
る
祈
願
と
い
う
形
態
の
も
と
、
実
情
性

の
強
い
述
懐
歌
を
多
数
撰
び
入
れ
た
の
も
、
日
本
の
風
俗
と
し
て
の

和
歌
の
存
在
意
義
を
確
認
し
よ
う
と
す
る
、
歌
道
家
ら
し
い
為
家
の

和
歌
観
と
の
関
連
を
想
定
し
得
た
。

後
年
、
為
家
は
現
実
に
勅
撰
集
撰
者
の
地
位
を
得
、﹃
撰
歌
合
﹄
か

ら
一
七
首
も
の
歌
を
﹃
続
後
撰
集
﹄
に
撰
び
入
れ
る
。
お
そ
ら
く
為

家
は
、
和
歌
界
を
牽
引
す
る
自
己
の
原
点
と
し
て
の
価
値
を
、﹃
撰
歌

合
﹄
に
認
め
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
撰
者
・
為
家
の
始
発
と
し
て
、﹃
撰

歌
合
﹄
は
注
目
す
べ
き
作
品
で
あ
る
。

【
注
】

（
1
）
橋
本
不
美
男
「「
歌
合
」
解
題
」（﹃
桂
宮
本
叢
書 

第
十
四
巻
﹄
養
徳
社
、

一
九
五
七
）。
な
お
、井
上
宗
雄
氏
は
、為
家
に
仕
え
た
藤
原
信
忠
（
業

清
男
）
の
撰
歌
数
が
優
遇
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
り
（「
藤

原
信
実
年
譜
考
証
」﹃
鎌
倉
時
代
歌
人
伝
の
研
究
﹄︹
風
間
書
房
、
一

九
九
七
︺）、
為
家
撰
の
傍
証
に
な
る
。

（
2
）
拙
稿
「﹃
為
家
家
百
首
﹄
と
﹃
日
吉
社
撰
歌
合
﹄
の
成
立
」（﹃
和
歌
文

学
研
究
﹄
一
二
四
、
二
〇
二
二
・
六
）。

（
3
）
夙
に
橋
本
不
美
男
氏
（
注
１
論
文
）
が
、﹃
撰
歌
合
﹄
は
こ
う
し
た
故

実
の
一
典
型
と
指
摘
す
る
。

（
4
）
久
保
田
淳
「
為
家
と
光
俊
」（﹃
中
世
和
歌
史
の
研
究
﹄
明
治
書
院
、

一
九
九
三
）。

（
5
）
渡
邉
裕
美
子「「
花
月
撰
歌
合
」考
」（﹃
立
正
大
学
大
学
院
紀
要
﹄三
二
、

二
〇
一
六
・
三
）。

（
6
）
有
吉
保
「
建
久
後
期
の
歌
壇
」（﹃
新
古
今
和
歌
集
の
研
究 

基
盤
と
構

成
﹄
三
省
堂
、
一
九
六
八
）。

（
7
）
久
保
田
淳
「
権
大
納
言
藤
原
基
家
家
三
十
首
、
付
「
東
林
今
葉
」
に

つ
い
て
」（﹃
明
月
記
研
究
﹄
一
、一
九
九
六
・
一
一
）、五
味
文
彦
「
九

条
基
家
と
慈
円
」（﹃
明
月
記
の
史
料
学
﹄
青
史
出
版
、
二
〇
〇
〇
）。

（
8
）
本
歌
・
参
考
歌
の
認
定
は
論
者
ご
と
に
揺
れ
が
生
じ
や
す
い
。
歌
数

は
あ
く
ま
で
目
安
の
数
字
で
あ
る
。

（
9
）
以
下
、﹃
撰
歌
合
﹄
所
収
歌
は
、
歌
頭
に
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
記
号
を

付
し
、ま
た
、定
家
・
為
家
の
評
価
を
知
る
指
標
と
し
て
、﹃
新
勅
撰
集
﹄

﹃
続
後
撰
集
﹄
入
集
歌
の
場
合
は
、
そ
の
旨
を
記
す
。

（
10
）
原
文
は
第
三
句
「
と
け
か
り
そ
」
で
意
味
不
明
。
他
出
の
﹃
続
後
撰
集
﹄

に
拠
っ
て
校
訂
し
た
。

（
11
）
唐
沢
正
実
「「
順
徳
院
御
百
首
」
の
「
裏
書
」
に
つ
い
て
」（﹃
和
歌
文

学
研
究
﹄
四
九
、一
九
八
四
・
九
）
に
詳
し
い
。
な
お
、家
長
詠
の
「
か

さ
ね
て
白
き
」
は
、先
行
例
に
﹃
為
忠
家
後
度
百
首
﹄（
五
一
八
・
頼
政
。

た
だ
し
「
か
さ
ね
て
白
く
」）、同
時
代
の
例
に
﹃
玉
吟
集
﹄（
二
三
七
五
）

が
あ
る
。
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（
12
）
田
村
柳
壹
「「
歌
読
之
大
納
言
」
の
風
体
」（﹃
後
鳥
羽
院
と
そ
の
周
辺
﹄

笠
間
書
院
、
一
九
九
八
）、
川
平
ひ
と
し
「︿
面
白
き
歌
﹀
批
判
」（﹃
中

世
和
歌
論
﹄
笠
間
書
院
、二
〇
〇
三
）、安
井
重
雄
「
寂
蓮
の
風
情
」（﹃
藤

原
俊
成 
判
詞
と
歌
語
の
研
究
﹄笠
間
書
院
、二
〇
〇
六
）等
に
詳
し
い
。

（
13
）
た
だ
し
、
俊
成
・
定
家
が
そ
う
し
た
和
歌
観
を
主
張
す
る
際
に
、「
ま

こ
と
」
の
語
を
用
い
た
か
は
留
保
が
必
要
で
あ
る
。「
ま
こ
と
」
は
﹃
為

家
古
今
序
抄
﹄
等
の
為
家
歌
論
に
頻
出
す
る
語
で
、
為
家
が
語
る
父

祖
の
歌
論
に
は
、
為
家
な
り
の
解
釈
が
反
映
し
て
い
る
可
能
性
が
あ

る
。
安
井
注
12
論
文
も
参
照
。

（
14
）
な
お
、Ⓒ
Ⓙ
等
の
述
懐
歌
（
他
に
二
七
、二
八
、三
八
、五
二
）
は
﹃
続

後
撰
集
﹄
で
も
四
季
部
に
入
集
す
る
。
季
節
詠
の
範
疇
に
ま
で
述
懐

的
な
歌
を
撰
ぶ
の
は
、
為
家
の
撰
歌
の
特
徴
か
も
し
れ
な
い
。

（
15
）
拙
稿
「
承
久
の
乱
後
の
藤
原
秀
能
」（﹃
国
語
と
国
文
学
﹄
一
〇
〇
―
八
、

二
〇
二
三
・
八
予
定
）
で
詳
述
。

（
16
）
神
作
光
一
・
長
谷
川
哲
夫
﹃
新
勅
撰
和
歌
集
全
釈 

六
﹄（
風
間
書
房
、

二
〇
〇
六
）
二
〇
四
頁
。

（
17
）
秀
能
と
家
隆
の
﹃
為
家
家
百
首
﹄
は
そ
れ
ぞ
れ
家
集
中
に
伝
存
す
る
。

（
18
）﹃
玉
吟
集
﹄
和
歌
文
学
大
系
（
明
治
書
院
、
二
〇
一
八
）
の
脚
注
。

（
19
）「
い
つ
ま
で
草
」
を
暗
示
し
た
「
何
と
か
や
壁
に
生
ふ
な
る
草
の
名
よ

そ
れ
に
も
た
ぐ
ふ
我
が
身
な
り
け
り
」（
新
古
今
集
・
雑
下
・
一
七
八

九
・
皇
嘉
門
院
）
も
踏
ま
え
る
。

（
20
）
藤
平
泉
「
承
久
の
乱
後
の
後
鳥
羽
院
近
臣
の
和
歌
活
動
」（﹃
語
文
﹄

七
一
、
一
九
八
八
・
六
）。

（
21
）
田
渕
句
美
子
「
承
久
の
乱
後
の
定
家
と
後
鳥
羽
院 

追
考
」（﹃
明
月
記

研
究
﹄
一
三
、
二
〇
一
二
・
一
）。

（
22
）
た
だ
し
、同
じ
院
思
慕
の
述
懐
で
あ
っ
て
も
、先
掲
の
家
長
詠
二
首
（
③

「
憂
き
こ
と
を
し
る
は
の
磯
の
し
き
波
も
い
か
な
る
御
代
に
あ
は
れ
か

け
け
む
」、
⑨
「
忘
れ
め
や
交
野
の
御
か
り
狩
り
暮
ら
し
帰
る
水
無
瀬

の
山
の
端
の
月
」）
を
為
家
は
撰
入
し
て
い
な
い
。
そ
の
理
由
の
実
証

は
難
し
い
が
、
両
首
が
「
御
代
」
や
「
水
無
瀬
」
殿
と
い
っ
た
、
明

確
に
後
鳥
羽
院
を
連
想
さ
せ
る
語
を
詠
み
込
む
点
に
は
注
意
し
て
お

き
た
い
。
そ
れ
に
比
べ
る
と
、
秀
能
・
家
隆
の
撰
入
歌
の
表
現
は
よ

り
控
え
め
で
、
作
者
の
人
物
像
や
詠
作
時
期
、
母
体
の
百
首
の
内
容

を
踏
ま
え
た
時
に
、
よ
う
や
く
院
思
慕
の
歌
と
認
定
し
得
る
よ
う
な

婉
曲
性
を
有
す
る
。
思
う
に
、
③
⑨
が
撰
外
と
さ
れ
た
一
因
は
、
こ

う
し
た
表
現
の
直
截
さ
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
③
⑨
を
撰
入
す
れ

ば
、﹃
撰
歌
合
﹄
の
奉
納
目
的
は
、
何
よ
り
も
院
の
帰
還
を
神
に
祈
る

こ
と
に
あ
っ
た
、と
い
う
印
象
を
与
え
て
し
ま
う
。
し
か
し
、﹃
撰
歌
合
﹄

は
あ
く
ま
で
為
家
主
催
の
行
事
な
の
だ
か
ら
、
為
家
の
存
在
感
が
配

所
の
院
に
か
き
消
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
の

で
あ
る
。

（
23
）
奉
納
歌
合
で
は
し
ば
し
ば
述
懐
題
が
置
か
れ
る
。
内
田
徹
「
述
懐
歌
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の
形
成
」（﹃
文
藝
と
批
評
﹄
六
―
五
、
一
九
八
七
・
三
）
等
を
参
照
。

（
24
）
久
保
田
注
４
論
文
。

（
25
）﹃
俊
頼
髄
脳
﹄﹃
古
来
風
体
抄
﹄
等
で
も
、
和
歌
風
俗
説
は
︿
誰
で
も

和
歌
を
詠
む
日
本
﹀
と
の
主
張
に
敷
衍
さ
れ
（
前
田
雅
之
「
日
本
意

識
の
表
象
」︹﹃
和
歌
の
力
﹄
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
五
︺
参
照
）、
そ
の

実
証
の
た
め
に
様
々
な
人
々
の
和
歌
説
話
（
い
ず
れ
も
実
情
詠
）
が

列
挙
さ
れ
る
こ
と
を
想
起
さ
れ
た
い
。
な
お
、当
該
歌
合
の
名
所
詠
は
、

日
吉
周
辺
に
限
ら
ず
（
近
江
国
の
歌
は
五
首
の
み
）、
各
地
の
歌
枕
が

詠
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
作
者
は
い
ず
れ
も
為
家
周
辺
の
歌
人
な
が
ら
、

男
性
貴
族
・
女
房
・
僧
と
一
応
幅
広
い
（
東
国
在
住
の
源
光
行
を
含

む
）
こ
と
も
、
日
本
の
風
俗
と
し
て
の
和
歌
を
読
者
に
印
象
づ
け
る

だ
ろ
う
。

　
　

 

﹃
万
葉
集
﹄
は
﹃
校
本
萬
葉
集
﹄
の
廣
瀬
本
（
別
提
訓
を
傍
記
。
漢
字

本
文
の
明
ら
か
な
誤
写
の
み
西
本
願
寺
本
で
校
訂
）、﹃
新
古
今
集
﹄
は

新
日
本
古
典
文
学
大
系
、﹃
和
漢
朗
詠
集
﹄﹃
玉
吟
集
﹄
は
和
歌
文
学
大

系
、
そ
れ
以
外
の
歌
は
﹃
新
編
国
歌
大
観
﹄、﹃
古
来
風
体
抄
﹄
は
歌
論

歌
学
集
成
、﹃
八
雲
御
抄
﹄
は
﹃
八
雲
御
抄 

伝
伏
見
院
筆
本
﹄（
和
泉

書
院
、
二
〇
〇
五
）、﹃
京
極
中
納
言
相
語
﹄
は
﹃
歌
論
集
㈠
﹄（
三
弥

井
書
店
、
一
九
七
一
）、﹃
詠
歌
大
概
﹄
は
日
本
歌
学
大
系
、﹃
続
後
撰
和

歌
集
目
録
序
﹄
は
樋
口
芳
麻
呂
「
続
後
撰
目
録
序
残
欠
と
そ
の
意
義
」

（﹃
国
語
と
国
文
学
﹄
三
六
―
九
、
一
九
五
九
・
九
）、﹃
為
家
書
札
﹄
は

冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
﹃
続
後
撰
和
歌
集 

為
家
歌
学
﹄
の
影
印
に
拠
る
。

た
だ
し
、
表
記
は
私
意
に
改
め
た
。
な
お
、
注
に
提
示
し
た
論
文
は

紙
幅
の
都
合
上
、
副
題
を
割
愛
し
た
。

　
　

 

本
稿
は
科
学
研
究
費
補
助
金
（
特
別
研
究
員
奨
励
費 

課
題
番
号

21J21 32 6

）
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。




